
今
度
の
制
度
見
直
し
で
支
給

区
分
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

○
対
象
者

・
米
原
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
で
、
在
宅
で
あ
る
こ
と
。

・
要
介
護
認
定
を
受
け
、
認
定

調
査
で
「
排
尿
」
「
排
便
」

の
項
目
で
介
助
・
見
守
り
が

必
要
な
方

○
支
給
区
分
表

（
変
更
前
・
３
月
ま
で
）

（
変
更
後
・
４
月
か
ら
）

要
約
す
れ
ば
、
金
額
は
大
き

く
下
が
り
、
市
民
税
の
課
税
所

帯
は
助
成
が
な
く
な
り
ま
す
。

す
で
に
報
道
し
た
よ
う
に
、

４
月
か
ら
の
介
護
保
険
料
は
基

準
額
で
15
％
・
月
額
８
９
０
円

の
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
「
お
む
つ

助
成
」
が
改
悪
さ
れ
、
在
宅
で

介
護
さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
厳

し
い
措
置
で
す
。
こ
の
よ
う
な

見
直
し
の
取
り
消
し
を
強
く
求

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
以
前
介
護
保
険
を

担
当
さ
れ
て
い
た
方
に
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

《
元
介
護
保
険
担
当
者
の
話
》

今
介
護
保
険
制
度
は
制
度
的

に
も
、
財
政
的
に
も
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
こ

と
は
、
重
要
な
事
と
認
識
し
制

度
設
計
を
し
て
き
ま
し
た
。
施

設
入
所
が
難
し
い
中
、
在
宅
の

支
援
制
度
を
削
減
す
る
こ
と
は

問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
元
介
護
保
険
担
当
者
か

ら
次
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

《
元
介
護
保
険
担
当
者
の
話
》

介
護
保
険
料
の
徴
収
は
、
原

則
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
徴

収
さ
れ
ま
す
。
年
金
支
払
い
月

は
偶
数
月
の
年
６
回
で
す
。
そ

の
た
め
４
月
・
６
月
・
８
月
は

前
年
度
の
基
準
で
前
年
度
と
同

額
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
10
月
・

12
月
・
2
月
の
３
回
で
現
年
度

保
険
料
徴
収
分
が
調
整
さ
れ
る

の
が
原
則
で
す
。
今
回
の
大
幅

引
上
げ
が
あ
れ
ば
、
３
回
分
で

１
年
分
が
調
整
さ
れ
15
％
引
上

げ
は
10
月
～
2
月
ま
で
は
30
％

引
上
げ
の
保
険
料
が
天
引
き
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金

を
生
活
の
基
本
収
入
と
し
て
い

る
高
齢
者
は
生
活
が
成
り
立
た

な
い
事
に
な
り
ま
す
。
生
活
保

護
基
準
以
下
に
な
る
世
帯
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
た
し
か
に
介
護

保
険
料
の
天
引
き
額
の
変
更
は

中
間
で
も
一
度
位
は
可
能
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
運

用
は
市
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
引
き
額
に
十
分
注
意
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
か
ら
本
年
４
月
か
ら
お
む
つ
代
の
助
成
が
無
く
な
る
と
ケ

ア
マ
ネ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
の
廃
止
で
は

な
い
が
大
幅
な
金
額
削
減
や
今
ま
で
支
給
対
象
で
あ
っ
た
方
が
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
当
局
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
議
会
に
説
明
を
行
な
っ
た
と
の
事
で
す
が
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

雑
感

25
日
山
東
公
民
館
で

米
原
革
新
懇
主
催
の
伊
吹
山
の

景
観
と
環
境
に
関
す
る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

地
元
の
高
橋
滝
治
郎
さ
ん
で
す
。

市
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
百
名
山
に

数
え
ら
れ
、
多
く
の
貴
重
な
草

花
が
咲
き
誇
る
伊
吹
山
が
危
機

的
な
状
況
に
あ
り
、
保
存
活
動

が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

し
か
し
北
側
の
砕
石
の
採
掘
は

70
年
を
た
っ
た
い
ま
で
も
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
伊
吹

山
の
資
源
に
頼
っ
て
多
く
の
住

民
が
生
活
し
て
き
た
こ
と
は
事

実
で
す
が
、
環
境
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
る
現
在
、
過
去
の
し

が
ら
み
を
断
ち
切
り
、
伊
吹
山

ま
る
ご
と
を
ま
も
る
こ
と
が
、

現
在
に
生
き
る
我
々
の
使
命
で

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

６
千
円
が
４
千
円
、
４
千
円
が
２
千
円

市
民
税
課
税
世
帯
は
不
支
給

対象者
助成額（月額）

階層区分 要介護区分

市民税非課税世帯 ４・５ 6000円

市民税課税所帯 ４・５ 3000円

市民税非課税所帯 ３ 4000円

市民税課税所帯 ３ 2000円

市民税非課税所帯 １・２ 2000円

市民税課税所帯 １・２ 1000円

対象者

助成額（月額）
所得段階 要介護区分

本人：非課税

世帯：非課税

介護所得段階

（第１～３段階）

４・５ 4000円

１・２・３ 2000円

在
宅
介
護
に
対
す
る
支
援
が
大
切

年
金
か
ら
の
介
護
保
険
料
天
引
き
で
注
意
を

介
護
保
険
料
天
引
き
で
生
活
保
護
基
準
以
下
に


